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１．監査法人におけるCSとESの重要性
在宅勤務増加に伴う会計士のコンディション変化や、リモート監査増加に伴う顧客
の監査品質に対する評価の変化など、マネジメント上の懸念は増えていませんか？

n監査法人にとって、最重要ステークホルダーは、言うまでもなく顧客と所属する会計士（職員）です。
nプロフェッショナルサービスファームである監査法人は、昨今の監査業務の専門化の進展、金融庁の検査方針の厳
格化をうけ、顧客満足度の最大化／職員の仕事に対する満足度の最大化をより一層意識した法人運営をしていく必
要が高まっています。

nコロナ禍により、求められる監査スタイルも大きく変わりました。リモートワークを組み合わせた法人運営が必要
となっている今、顧客の視点と会計士（職員）の視点で、組織の状態(課題)を可視化する重要性は高まっています。

顧客 会計士

CS（顧客満足度） ES（従業員満足度）

監査法人 今までと同じ組織運営ス
タイルでは、重大な課題
を見過ごすリスクがある

監査法人にとって、特に重要なステークホルダ
ーは顧客（クライアント）と、会計士（職員）
であるが、顧客や会計士とのリレーションはど
うあるべきか、真剣に考えてこなかった。
コロナ禍の影響もあり、会計士(職員)の離職リ
スクや、監査品質を低下リスクが心配だ。

金融庁

法規制／法改正
（公認会計士法・労働基準法）

海外の会計トレンド

監査法人を取り巻くステークホルダーと監査法人経営の悩み

コロナ禍
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２．HICEの位置づけと導入メリット

HICE(ハイシー)とは、顧客と従業員の視点を組み合わせた新しい経営管理指標です。
n業務収入や営業利益、クライアント数などの経営管理指標は、監査法人の業績を把握する上で、勿論重要です。
ただし、そうした伝統的指標にのみ頼った経営では、将来起こりうる変化の予兆を見逃す可能性があります。

n HICE（Health Indicator of Customer and Employee）を経営管理指標として加えることで、顧客と従業員
（職員）の視点で、組織運営上の課題をタイムリーに把握することができます。

l HICEは、安定的な事業の成長を占う先行指標として活用することができ、法人の持続的競争優位性を生み出すことに効果を
発揮します。

HICEを導入した際の活用イメージ

業務収入が成長していてもHICEが低下していること
で、重大な経営課題があることを早期に察知するこ
とができる

HICEスコアは、CS総合点とES総合点に分解すること
ができ、顧客と従業員のどちらに問題が起きているか
を把握することができる
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CS総合点 ES総合点

業務収入は好調
だが、HICEスコ
アが急落した!

ES総合点が急落
している！

組織の立て直しを
しなければ！
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２．HICEの位置づけと導入メリット

HICEを経営管理指標として加えることの監査法人経営へのメリット

n中長期を見据えた自法人の競争優位性の把握
l CS総合点は、競合との比較を踏まえ、顧客の自法人の競争力
に対する評価が数値化されます。

l ES総合点は、職員のエンゲージメントやパフォーマンス発揮
度、仕事に対する総合的な満足度が数値化されます。

l結果、CS総合点とES総合点を組み合わせたHICEスコアは、
中長期に渡って自法人が持続的な競争力を維持しえるかどう
かを判断できる有効な指標となります。

n個別の組織課題の可視化
l CS調査、ES調査を行うことで、多角的な視点で組織の健康状態を把握することができ、HICEは組織の定期
健康診断として機能します。(例：リモートで働く職員が抱える問題が、項目別に定量化されて把握できます)

l時系列での変化をみることで、経営の立場からは日常見えてこない顧客や職員のトレンド変化を把握するこ
とができ、重大な組織課題の発見につながります。

nPDCAサイクルの強化
l顧客や職員の変化をタイムリーかつ定量的に捉えることで、経営判断や組織運営に関する意思決定精度を高
めることができます。

lまた、顧客満足度や従業員満足度の改善に向けた取り組みが法人業績へ与える好影響を実感することで、
法人経営のPDCAサイクルをより強固にすることにつながります。
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２．HICEの位置づけと導入メリット

HICEの活用方法①：HICEを用いた組織診断で、自法人の経営状態を把握

n HICEの分析結果を用いて、企業の経営状態／競争優位性を評価することができます。
n組織診断マップにおいて、Ⅰ．持続的競争優位、Ⅱ．燃え尽き症候群、Ⅲ．自己陶酔、Ⅳ経営危機の４つ
に分類されます。

CS

ES

高

低

低 高

Ⅰ．持続的競争優位

Ⅱ．燃え尽き症候群

Ⅲ．自己陶酔

Ⅳ．経営危機

•CSもESも高い。中長期にわた
って安定的に成長可能な持続的
競争優位を築いている。
•市場のリーダー企業に多い。

•CSは高いが、ESは低い。短期
的には良いが、中長期的には変
調をきたすリスクがある。
•オーナー企業、トップダウン型
企業に多い。

•ESは高いが、CSは低い。社内
は活性化しているが、顧客が離
反していくリスクがある。
•新興企業や急成長している企業
に多い。

•CSもESも低い。顧客も従業員
も企業に対してのロイヤリティ
が低く、安定成長は難しい。
•急激な環境変化によりビジネス
モデルが崩れた企業等が陥る。

組織診断マップ
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２．HICEの位置づけと導入メリット

HICEの活用方法②：他法人平均スコアとの比較で、自法人の強み・弱みを把握
n自法人の顧客満足度と他法人平均の顧客満足度を比較することで、自法人の相対的な強みと弱みを把握すること
ができる。

今年からの新機能
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※満足度水準は、高評価から10, 7, 5, 3, 0と点数付けし平均した値

監査業務全般に
対する評価

監査法人としての
評価

監査担当者に対するプロフェッ
ショナルとしての評価

監査担当者に対するビジネス
パーソンとしての評価

自法人

他法人平均

※ES調査も同様に他法人平均との比較が可能です

項目別満足度水準の比較監査業務全般に
対する評価は
他法人より高い

監査担当者に対する
ビジネスパーソン
としての評価は、
他法人より低い
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２．HICEの位置づけと導入メリット

HICEの活用方法③：ES調査を実名式にすることで、職員の退職リスクを把握

n退職リスクの判定は、退職意向に影響する5つの質問の回答結果に基づいて判定され、退職リスクの高い職員氏名を
把握することができます。

l AI（機械学習）を活用することで、5つの質問が退職意向に与える影響度を加味して、リスク判定を行います。
n退職リスクの高い職員を把握することで、離職防止に向けたフォローを適時に行うことができ、離職率低下に効果を
発揮することができます。

仕事のやりがい

ワークライフ
バランス

報酬水準

キャリアパス

仕事を辞めたい理由ランキングトップ5

第1位｜やりがい・達成感を感じない
第2位｜給料が低い
第3位｜企業の将来性に疑問を感じる
第4位｜人間関係が悪い
第5位｜残業や休日出勤など拘束時間が長い

風通しの良さ

対応する質問項目

出所）エン・ジャパン株式会社「1万人が回答！「退職のき
っかけ」実態調査(2019.9)」

退職(転職)意向

退職予定時期

退職有無
×

退職リスク

職員別の
退職リスクの判定

どの質問がどの程度、
退職リスクを高めるか
の学習結果を加味

退職リスクを、
なし、低・中・高
の４段階で評価

今年からの新機能
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２．HICEの位置づけと導入メリット

（参考）サービス・プロフィット・チェーン

n HICEは、サービス・プロフィット・チェーンの考え方に基づき、「従業員満足度（ES）」が高まれば、「顧客
満足（CS）」も高まり、企業の売上と利益も高まっていくという因果関係をベースに設計されています。

n監査法人を始めとするプルフェッショナル・サービス・ファームにおいては、提供価値がサービス（無形であり
品質評価しづらい）であるため、ESとCSの重要性が高いと考えられています。

社内サービス
の質 従業員満足度

従業員
定着率

従業員の
生産性

顧客への
サービス品質 顧客満足度 顧客

ロイヤリティ

売上と成長

利益率

「Service Profit Chain（サービス・プロフィット・チェーン）」

※「Service Profit Chain（サービス・プロフィット・チェーン）」
とは、1994年にハーバードビジネススクール教授のジェイムズ・ヘ
スケットらが提唱したフレームワークです。
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２．HICEの位置づけと導入メリット

（参考）現場における取り組みが、クライアントのロイヤリティを高めた事例
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※満足度水準は、高評価から10, 7, 5, 3, 0と点数付けし加重平均した値

監査業務全般に
対する評価

監査法人としての
評価

監査担当者に対する
プロフェッショナルとしての評価

監査担当者に対するビジネス
パーソンとしての評価

◆ CS’18
CS’17
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要
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&
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要
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'
位

CS調査実施年

（今年）以前より、コミュニケーションの量、スピー
ドともに良くなり、監査の効率化についても努め
ていただいており、今後も維持して欲しいです。

（昨年）1年ごとに契約内容を
吟味しながら、関係を構築して

いきたい

（今年）今後しばらく（3年程度）は
付き合っていきたい、
優れた監査法人だと思う

某クライアント企業
ご回答者様

n クライアントからの声（改善要望）を踏まえ、担当監査チームが品質改善の取り組みを行ったことで、某クライアント企業では重要
視している項目の満足度が大きく上がり、ロイヤリティ（取引継続意向）が「1年ごとに吟味」から「今後しばらく（3年程度）は付
き合っていきたい」に改善した。
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２．HICEの位置づけと導入メリット

（参考）ES調査をきっかけに、人事評価制度を再構築し、ES改善につなげた事例
n ES調査の結果、メンバーの組織に対する改善要望（課題）として、「人事評価が不透明・不明確」「評価と報酬・処遇を連動させた
ほうがよい」といった評価制度に関連する指摘がなされ、より良い人事評価制度を再構築する必要性が高まっていることを把握。

n その後半年間をかけて人事評価制度を再構築し、その内容を全メンバーに対して適切に開示し、かつ、正しく運用することで、メン
バーの評価全般に対する納得度を高め、メンバーモチベーションおよび組織へのロイヤリティを向上させた。

職位要件定義（期待される成果と行動）の策定 目標設定とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの仕組み＆透明性の高い評価システム構築
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ǈƗİƟ©ơǎưþyĆƺŉăǐęÚƪƗ_žƢƜƳƶǈƿǍǄƭĊàƻUơƳƶĽDƬǍƘ�Ŀƻ�ƫ

ƶƗǰȈǨǪȈƼJ@ǐŬ6ƻ�ƤƗë
ƸƪƶŬ6ƺȁǡǚ~�ȇKãĝÿǐĽƟƗǨȀǴȂƺƥƹƼǊƞ

ƺÚ�Ʒǈčdƻ�ƥƘ

ƚĄ"@ȇ�Ū@ƛŕÿĆơƴ�ŋĆƺ»ÚĜǈVǑƱÅĚƷÞ¤ƩǎưŶÅ�gWÐǐ�¤ƬǍƸƸǈ

ƻƗƀŔ�ƼgW�ƻƠƝƶǈƗČ¦ƼĎŗȃǶȂǐšǄƟư�ÎơƴǷǔȆǨǐƴƝưŐÍǐĽƞƘ

ƚŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨƛǥȈǺȁȈǤȈƸƪƶƗÍĐƺĊàǐŋwƪƗǻȆǯȈ$ƙ


ƻ�>ȉÔ�%Ȋǐåƪƥ�ƟƗŬ6ƺǝǹǾǫǜȈǟǿȆǐƸǍƨƸƷƗǻȆǯȈƼjæǐU

�ƩƮƶƝǍƘǻȆǯȈ$ƙƼù�ǉ�ǅǐÿņƪư�ƷƗƋƝǰǳǗȈǸȆǡǐ�ƣ4

ƪƗǥȈǺƸƪƶǊǌƋƝȃǶȂƷƼĈÙZŞƻŝ�ǐ±ƳƶƝǍƘ

ƚĘÝĆƺĦĭŜûƛķ�ƼÜEǐvĨƬǍƨƸƽGŕƼƨƸƗÇŁÜEƗſĈÙÜEƗ

¸Ăǉ�gƺƹĦĭũ^ÜEǂĘÝĆƻź�ƪƶƠǌƗë
/�ƼłõƷ�
ƻNǌĦ

ǑƷƝǍƘ

ƚ¤ŶÀ¾ƛ�ŧƻ~ƪƶƗĘÝĆƻĵ@U�ǐ*ƣơƦǍƘ$9ƼĊàȇŒƆŋwǐ 

ƪƗŌ�ƪƗÊ�ƼÜEìDƻƠƝƶĺƝõȇÁ]õƼǳǓȈǩǯǦǚǐĽƝƗæƵƣǐ�

ƟƗ¤ŶƩƮǍƘȉď#ǂƼŜûǐVǇȊ�ŧƼ¤Ŷƻ�ƥǝǹǦǨƪƗ�ÙÜEǐ«�ƪƞ

Ǎ
śǐĴ¤ƬǍƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛǥȈǺǻȆǯȈƢ�¤ƪưĈÙœÐƻƴƝƶƗ
E¥ȂȈȂLǀȃǙǾ

ȃȈǟǿȆǂƼò­�ƼŅõƼǅƺǋƭƗ§8ĆÛŊǉŬ6ƺŕÿÞ¤ƢƺƩǎƶƝǍ

ơƼŅõơǋǈȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƷƗ�ŧĴ¤ƻǝǹǦǨƬǍƘ

ƚ¤Ŷã�?4ƛǻȆǯȈƼĵ@ǐŀÝǇƗǥǽȃȆǠȆǛƺ�
ǐ�ƮǍƨƸƷƗ¤ŶƼ

ã�ǐ�ƟǍƘǻȆǯȈǂÔ�%ǐåƪƥ�ƟƗŝ�ƽ�ƣOƦƺƢǋƗâŻȉ�>Ȋƽė

ŘƪƗ�Ŀƺ²�ǉǳǗȄȈǐĽƝƺƢǋƗǻȆǯȈǐ¤ŶǂƸ�ƥƘ

ǸǬȈǠǽȈ

ǚȀǔǒȆǨÜEƼþhŝ�ıƸƪƶƗ��Ƽ¤×ƢÔ�ƩǎǍƘ

ƚ~Ƈzƛ�h�ÜƼfÕĆƺ�ÙÜEǐŨĽƬǍƨƸƸǈƻƗǚȀǔǒ

ȆǨƻ~ƬǍŬ6ƺ²�ǐĽƞƘƨǎǋƻǊƳƶƗǚȀǔǒȆǨơǋƋƝñ

Š�ǐü�ƬǍƘ

ƚZŞƛ«�ÜEƼZŞƻƴƝƶfÕĆƺŝ�ǐŚƞƸƸǈƻƗǥȈǺ/

�Ʒë
ƸƪƶçǇǍƋƝȃǶȂƷƼZŞƼĐ!ǐĽƞƘ

ƚǥȈǺƛ3óƺÜEŨĽƻƴƺƢǍŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨǐĽƞƸ

ƸǈƻƗþhƻƠƦǍ�ŧƼ¤ŶÀ¾ƻnƣƥŜûƬǍƘ

ƚǥǽȃȆǠġĔƸkHŬ�ƛ�
ƻNǌĦǆƻƜưƳƶƽƗ�ƻ=UƣƻÍǍƥpo�ǐ±ƳƶǥǽȃȆǠ

ƬǍƸƸǈƻƗkHǐ¬ǄƭƗÇưƺ�%Ņǉmß�ǐOƦ.ǎƶƠǌƗS+ȇ�ţƻ~ƪƶǈƯǎǐçǇ

ǍƘ

ƚ"ƅü�Ƹ²��ƼĄ½ƛǚȀǔǒȆǨơǋƼČŔƻ~ƪƶƗČŔƩǎư2{ƼǅƻƸǋǏǎƭƗĆĐƷ

ÒĂƺǒǩǯǔǡǐĽƝƗ�ŉǵȄǳǖǦǟǿȆƸƪƶƼ²��ǐĄ½ƪƶƝǍƘǚȀǔǒȆǨƼŒŶǚȀǡ�

�ơǋƗ"ƅƩǎƗ�ĊƠơǎƶƝǍƘ

ƚŉăęÚƸŧµĝÿƛĈÙǥȈǺƼ�ÙƸƪƶƗöÿƺƥĊàŪ¤ƬǍƨƸƢƷƣǍƗİƟ©ơǎưþy

ĆƺŉăǐęÚƬǍƘĈÙǐŉăĆƻŨĽƬǍưǇƻƗ,-ƃ�ǐƽƳƣǌƩƮƗŬ6ƺŧµĝÿǐĽ

ƞƘŧµƻ\ƆƢƜǍƸƣƽŉă#åǐĽƝƗŪ¤ƻǆƦĝÿƬǍƘ

ƚƋƝ&ÿŅƛ�ŉǵȄǳǖǦǟǿȆƸƪƶƼƋƝ&ÿŅǐ±ƲƗ�
Ƽ0ć�ǐ�ƻ�ŗƪư:�ƼġĔ

ǐÒƬǍƸƸǈƻƗwǇǋǎưȂȈȂƼşËǐÿņƪƗŏyƻŭtƪƶƝǍƘ

ƚĄ"@ȇ�Ū@ƛŕÿĆƺÅĚƷÞ¤ƩǎưŶÅ�gWÐǐ�¤ƬǍƸƸǈƻƗƀŔ�ƼgW�ƻƠƝ

ƶǈČ¦ƻ�ǏǍ5ơǌǉƬƝŐÍǐĽƞƘ

ƚŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨƛǥȈǺ2ƼķŢƼ«�ǉ�>ƻ´ǏǎƭƗX`ƻ*ƣơƦƗ

Ŭ6ƺǝǹǾǫǜȈǟǿȆǐƸǍƨƸƷƗǻȆǯȈƼjæǐU�ƩƮƶƝǍƘċ¹ĆƷƜǎ

Ź¹ĆƻƷƜǎƗŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨǐĽƞƨƸǐŦƪƶƗǥȈǺƸƪƶƼĈÙZŞ

ƻŝ�ǐ±ƳƶƝǍƘ

ƚĦĭŜûƛķ�ƼÜEǐvĨƬǍƱƦƷƺƥƗÇŁÜEƗſĈÙÜEƗ¸Ăǉ�gƺƹ

Ħĭũ^ÜEǂĘÝĆƻź�ƪƶƠǌƗ�ǥȈǺǐVǇư/�ÑŬƼłõƷ�
ƻNǌ

ĦǑƷƝǍƘ

ƚ¤ŶÀ¾ƛ�ŧƻ~ƪƶƗĘÝĆƻĵ@U�ǐ*ƣơƦǍƘ$9ƼĊàȇŒƆŋwǐ 

ƪƗŌ�ƪƗÊ�ƼÜEìDƻƠƝƶĺƝõȇÁ]õƼǳǓȈǩǯǦǚǐĽƝƗæƵƣǐ�

ƟƗȉď#ǂƼŜûǐVǇȊ¤ŶƩƮǍƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛǥȈǺǻȆǯȈƢ�¤ƪưĈÙœÐƻƴƝƶƗ
E¥ȂȈȂLǀȃǙǾ

ȃȈǟǿȆǂƼò­�ƼŅõƼǅƺǋƭƗŬ6ƺŕÿÞ¤ƢƺƩǎƶƝǍơƼŅõơǋ

ǈȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƷƗ�ŧĴ¤ǐºŧƬǍƘ

ƚDã�ƦƛX`ƼǻȆǯȈƻ�
ƼĊĆǉ�Yǐ�ƟƗÿņƩƮƗ÷�ǐǈƳƶDã�

ƦƬǍƘǥȈǺƼì�Hǐ ŧƬǍƘǼǥǶȈǟǿȆƢ�ƢƳƶƝǍǻȆǯȈǐŬxǳǗ

ȄȈƬǍƘ

ƚ¤ŶÀ¾ƛ�ŧƻ~ƪƶƗĎŗȇǭǕǮǕȇħƊƼ1ÒǐaǍƸƸǈƻƗĘÝĆƻÜE�Ƽ

AňǐĽƞƘČŔǐ±ƲơƦǋǎưǋńŢƻ�ǌƗ«�ÜEƼúêƻ�ƫưŬ6ƺAňǐ

ĽƝƗ¤Ŷǐ�ªƪƬǍƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛǡǣǦǳƢ�¤ƪưĈÙœÐƻƴƝƶƗ
E¥ȂȈȂLǀȃǙǾȃȈǟǿ

ȆǂƼò­�ƼŅõơǋȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƷƗ�ŧĴ¤ƻŜûƬǍƘ

ƚę�ƧÀ¾ƛÇ.ĳ[ȉ�ťVǆȊƻ~ƪƶƗÌƥĦĭȇĀiƻƉØǇǍǊƞƻƗǻȆǣȂ

ƀƼǜǒǐVǇƗĘÝĆƻČŔƻ�ǍƺƹŬ6ƺÀ¾ǉŰ£ƗDã�ƦǐĽƞƘ

ǡǣǦǳ

0Ŏ�ŉjąŵǐƪƶƝƺƝ�ŷĳ[ƸƪƶƗ��Ƽ¤×ƢÔ�Ʃǎ

ǍƘ

ƚ~ƇzƛĺŗƜǍē�
ƸƪƶƼfđǐĐęƬǍƨƸƻBǇǍƸƸǈƻƗ

�ŷĆĎŀƼį�ƻBǇǍƘǄưƗǚȀǔǒȆǨƻ~ƪƶ«�5ųƻź

ƬǍ²�ǐĽƞƨƸƢƷƣǍǊƞBǇǍƘ

ƚZŞƛ«�ĖĊƼZŞƻźƪƶƗë
ƸƪƶçǇǍȂȈȂƻŬ6ƻò

­ƬǍƘ

ƚǥȈǺƛ3óƺÜEŨĽƻƴƺƢǍǊƞǥȈǺũ^ƻƠƝƶfđĆƺ

�>ǐ×ưƬƸƸǈƻƗķŢƢƷƣƞǍAňǐĽƝþhƻƠƦǍ�ŧƼ

¤ŶÀ¾ƻNǌĦǆƘ

ƚǸǪȈ�ŗƛ�ŉjƷƜǍ=ƻƗĺŗƜǍē�
ƸƪƶƗðôƺŢƱƪƺǅƗu� ǐ�ƟǍęƲ³Ǎĸ

ƝƗƣƲǑƸƪưňĻūƝƺƹƗ7~ƀƼČ¦ƻǈp ǐ�ǋǎǍǸǪȈǐŢƻƴƦƶƝǍƘ

ƚȂȈȂŭtƛȂȈȂƗĢÖƗÔŻǐtǍƘèǄǌ
ǐĐŎƪƗèǇǋǎưƨƸǐčyƻĽƝƗ�ƣOƦư�


ƽŝ�ǐǈƳƶÑ�ǄƷǉǌ©ƥƘ

ƚķ�ĆƺĽDƛ�
ƻNǌĦǆƻƜưƳƶƽƗ²ĒƩǎƶơǋ�
ǐƬǍƼƷƽƺƥƗ�ǐƬǃƣơǐİ

ƟķǋĘÝĆƻ�
ǐŀƴƦǍƸƝƞqFƷÜEƻĶǑƷƝǍƘǄưƗ�Ĥƺ2{ƷǈƗǚȀǔǒȆǨƻ~ƪ

ƶƗ²¿
ƂǄưƽÁ]
Ƃǐ»ÚƷƣǍǊƞƻBǇǍƘ

ƚ¤Ŷ�äƛ�ŉjƸƪƶƼ�ŷĎŗȇ�ŷǡǘȂǐƋǇǍưǇƻƗ�ƻ=Uƣƻpo�ǐ±ƳƶƗ�Qȇ

-ţƻĘÝĆƻŞ\ȇČŔƬǍƺƹĵDĆƻsǁƨƸƢƷƣǍƘ¤Ŷ�äƢƜǍƘ

ƚĄ"@ƛķŢƼ«�ĖĊƻƴƝƶƗŶÅ�gWÐƼfđƸƺǍŕÿĆƺÅĚǐ�¤ƬǍƨƸƢƷƣǍǊ

ƞBǇǍƘǄưáĞƸƺǍÅĚƻÊƁơǋmƥŇǎǍǊƞƻB@ƬǍƘ

ƚ3óƺǥȈǺũ^À¾ƛĈÙǥȈǺƸƪƶƼÜEǐ3óƻŧǇǍưǇƻƗǥȈǺũ^ƻ

ƠƝƶfđĆƺ�>ǐ«ƝƗķǋƽ�
ǐŮƾƺƝqFƷƗûŢĆƻǥȈǺƼǞǷȈǨ

ÜEȉŽEǉ�EVǇȊǐ�ƣOƦƶƝǍƘ

ƚC×ĆƺǝǹǾǫǜȈǟǿȆƛČ¦ƼōǐǊƥĲƣÿņƪ�ƷƗķ5Ƣ�ƟưƝƨƸǐĿõ

ǐǄƸǇƶƗǏơǌǉƬƥ�ƟǍƘPƄƷǈÅÐƷǈƗČ¦ǐï	ƩƮƭƻƗƪƳơǌƸĠô

ƻ�ƟǍƨƸƷƗǥȈǺȉǉë
/�ȊƻyŞĆƺŜûǐƪƶƝǍƘ

ƚĦĭŜûƛȉ�QơǋƼĿÓǐOƦȊÇŁÜEƗſĈÙÜEƗ¸Ăǉ�gƺƹĦĭũ^

ÜEǂź�ƪƶƝǍƘ

ƚ�ţǂƼAňƛ�ţǉÇ
ƻ~ƪƶķŢƢƷƣƞǍAňǐĽƞƘǄưƗČŔǐ±ƲơƦǋ

ǎưǋńŢƻ�ǌƗķŢƢƷƣƞǍAňǐĽƝƗ¤Ŷǐ�ªƪƬǍƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛ�ţƢ�¤ƪưĈÙœÐƻƴƝƶƗ
E¥ȂȈȂLǀȃǙǾȃȈǟǿȆ

ǂƼò­�ƼŅõơǋȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƻNǌĦǅƗ�ŧĴ¤ǂƼŜû

ƻBǇǍƘ

ǟǫǒ

ǡǣǦǳ

0Ŏ�ŉjąŵǐƪƶƝǍȉǄưƽƗƯǎƻČ�ƬǍȊ�ŷĳ[ƸƪƶƗ

��Ƽ¤×ƢÔ�ƩǎǍƘ

ƚ~Ƈzƛ�ŷĆĎŀǐìơƪƶƗķ�ĆƻÜEǐŨĽƪƗžÎ�ƼƋ

Ɲ5ųǈVǇuwƪưǒǕǨǵǦǨǐ»�ƬǍƘǄưƗǚȀǔǒȆǨƻ~ƪ

ƶ«�5ųƻźƬǍŬ6ƺ²�ǐĽƞƘ

ƚZŞƛ«�ĖĊƼZŞƻźƪƶƗë
ƸƪƶçǇǍȂȈȂƻŬ6ƻò

­ƪƗĖĊȃǶȂƷƼƋƝZŞƼĐ!ǐĽƞƘ

ƚǥȈǺƛ3óƺÜEŨĽƻƴƺƢǍǊƞǥȈǺũ^ǐÀƟǍƸƸǈƻƗ

þhƻƠƦǍ�ŧƼ¤ŶÀ¾ƻŜûƬǍƘ

ƚǵȄǳǖǦǟǿǪȁǧǓƛ�ŉjƷƜǍ=ƻƗĺŗƜǍē�
ƗƯƪƶ�íƼǱǠǬǡǰȈǢȆƸƪƶƗŏy

ƷƜǌƗē2lơǋ"ƅƩǎƗǵȄǳǖǦǟǿǪȂƸƪƶ�ƻŖļƷáĞĆƺĽDǐƸƳƶƝǍƘ

ƚȂȈȂŭtƛȂȈȂƗĢÖƗÔŻǐtǍƘèǄǌ
ǐĐŎƪƗèǇǋǎưƨƸǐčyƻĽƝƗ�ƣOƦư�


ƽŝ�ǐǈƳƶÑ�ǄƷǉǌ©ƥƸƝƞƨƸƢ�ưǌ=ƻƺƳƶƠǌƗS+ȇ�ţƻǈƯǎǐçǇƶƝǍƘ

ƚǳǗȄȅȈǟǦǵƛ�ƻ=UƣƻÍǍƥpo�ǐ±Ƴƶ�
ƻNǌĦǅƗë
ƸƪƶƼÈŴkÏǉlůĀ

iƼkHƗČ¦ȉ�QǉǚȀǔǒȆǨȊƼĿÓƼkHƻŬ6ƻƗơƴ=Uƣƻ~�ƪƶƝǍƘ

ƚǥǽȃȆǠĽDƛ�ŉjƸƪƶƼÍĐƺĊàǐ±ƲƗ�ŷĎŗǐƋǇǍƱƦƷƽƺƥƗĈÙþhƻƠƝƶƗ

X`ƻ*ƣơƦƗķŢƼ¤ŶƻƴƺƢǍǥǽȃȆǠƻNǌĦǑƷƝǍƘ�ĿƺAňǐĘÝĆƻçǇƶƝ

ǍƘ

ƚĄ"@ƛķŢƼ«�ĖĊƻƴƝƶƗŶÅ�gWÐƼfđƸƺǍŕÿĆƺÅĚǐ�¤ƬǍƘ

ƚ3óƺǥȈǺũ^ƛķ5ƷİƟý-ƪƶĽDƪƗǥȈǺƼDƣǐƴƥǍƘǥȈǺǻȆǯȈ

ƸJœƪƗ�ıƻĘÝĆƻJ@ƬǍƘǥȈǺƼÈŴƻéƳưĽDǐĽƝƗǄưķ5Ƣ�ư

�gǐŬ6ƻǥȈǺƸ1ÒƬǍƘ

ƚúê¨¼Ƹ/�ÑŬ�UƛķŢƸX`Ƽ
ƙǉø
ƸƼź��ƠǊǀƯƼĀiǐĆĐ

ƻÿņƪƗǥȈǺǉë
/�ƻƸƳƶŬ6Ʒ�ĿƺňDǐNƳƶƝǍƘ

ƚĦĭŜûƛķ�ƼÜEǐvĨƬǍƱƦƷƺƥƗÇŁÜEƗſĈÙÜEƗ¸Ăǉ�gƺƹ

Ħĭũ^ÜEǂź�ƪƶƠǌƗĦĭŜûƻBǇƶƝǍƘ

ǚȀǔǒȆǨÜEƼÑĥŝ�ıȉĈÙÜEƻƠƝƶƽÜEeĽē[Ƹƪ

ƶǞǔȆǐĽƞƘȊƸƪƶƗ��Ƽ¤×ƢÔ�ƩǎǍƘ

ƚ~Ƈzƛħ^ıƸƼ~ōǐŦƫƶǚȀǔǒȆǨơǋƼĐbưǍ"ƅǐü

�ƬǍƸƸǈƻƗÉrǚȀǔǒȆǨƼĬ±LǀÇŁǚȀǔǒȆǨƼü�ǐ

ºŧƬǍƘ

ƚZŞƛ«�ÜEƼZŞƻƴƝƶÑĥŝ�ǐŚƞƸƸǈƻƗ}ÙĜǐŦƫ

ƶë
/�ƼZŞU�ƼưǇƻ|�ƪƗë
ƸƪƶçǇǍƋƝȃǶȂƷ

ƼZŞƼĐ!ǐĽƞƘ

ƚǥȈǺƛ�ÙƼĩ¯ǐĽƝƗn�ĆƺłõơǋǥȈǺƼǸǬǠǻȆǨƻ

źƬǍŝ�ǐŚƞƸƸǈƻƗÒ
ƼżƽƗķŢƢþh²½ǐeƳƶŬ6

ƺKãĝÿ~�ǐĽƝƗ
¡ǐM°ƬǍƘ

ƚë
ħ^ƛë
ħ^/ĹǂƼź�Ɨ
śƢnƣƥĴƴĀiƵƥǌǐŦƪ

ƶƗ
E¥ƼĄ�ƻŜûƬǍƘ

ǰȈǨǪȈ

ƚ"ƅü�Ƹ²��ƼĄ½ƛǚȀǔǒȆǨħ^ıȉƐƑƔƗƐƒƔĜȊƸyC�ƼƜǍǝǫǾǫǜȈǟǿȆǐƸǌ"

ƅǐü�ƬǍƸƸǈƻƗħ^Ć(ƀǐVǇư²��ƼĄ½ǐŦƪƶƗŶÔĆłõƷǚȀǔǒȆǨƼŒƆņ

èǐºŧƪƗĨ×ƸƪƶŶÔuwĆƺN�ź�ǐÞğƪƶƝǍƘ

ƚë
/�ƼZŞU�ƛĈÙë
ƸƪƶƼlůĀiȉŁ;Ɨë�ƗěRë
ĜȊƻ~ƬǍåƪƝŎŗǐ±Ƴ

ƶƗ�ƻĈÙƼZŞĝÿȃǶȂƼU�ǐ�ŗƪưNĦǅǐĽƝƗë
/�ƼZŞU�ƻ�@ƪƶƝǍƘ

ƚÇŁǚȀǔǒȆǨƼü�ƛë
Ƽ±īĆƺ¤ŶƼưǇƻƗlůƸǬǦǨȅȈǘȆǛƗķë
ƼǴȀȆǩȉĎ

T�ȊU�ƻƴƺƢǍìDƺƹǐŦƪƶƗÇŁǚȀǔǒȆǨƼü�ƗƠǊǀƗſĈÙÜEƼŸĄǐºŧƪƶ

ƝǍƘ

ƚÿ�îŤƸȁȈǤȈǟǦǵƛë
ÿ�ƻfƵƝưňDǐĽƝƗX`Ƽ�
Ƣÿ�ƻ<ƳƶƝǍơǐ8Æ

ƪƗÿ�ƻ<ƳưĽDǐ ƬƘǰȈǨǪȈƸƪƶƗ/ĳ[ƼáĞƷƜǍƸƝƞ�ƝķŃǐ±ƲƗǻȆǯȈơǋ

�ÃƩǎǍrcƸƺǍǊƞƺĽDǐ�ƻƸƳƶƝǍƘ

ƚĄ"@ȇ�Ū@ƛŕÿĆơƴ�ŋĆƺ»ÚĜǈVǑƱÅĚƷÞ¤ƩǎưŶÅ�gWÐƢ�¤ƩǎǍǊƞ

�ÙǐÀ¾ƬǍƸƸǈƻƗƀŔ�ƼgW�ƻƠƝƶƽƗǰȈǨǪȈƸƪƶČ¦ǐI5ƻģ�ƩƮǍƨƸƼƷ

ƣǍŐÍǐĽƞƘ

ƚn�ĆłõƷƼǥȈǺǸǬǠǻȆǨƛ�ÙƼĩ¯ǐĽƝƗn�ĆƺłõơǋǥȈǺƻ~ƪ

ƶAňȇ»Úȇ²¿ǐĽƞƸƸǈƻƗǻȆǯȈƼjæǉĵ@ǐ�ƣ4Ƭ*ƣơƦǐĽƝƗ

ǥȈǺǐƜǍǃƣÈUƻ�ƥƘÒ
ƼżƽƗķŢƢþh²½ǐeƳƶŬ6ƺKãĝÿ~

�ǐĽƝƗ
¡ǐM°ƬǍƘ

ƚĦĭũ^ƛë
ũ^/ĹƻźƬǍķŢƼĝ·ÜEƻƴƝƶƗŝ�ǐ±ƳƶŨĽƪƗŒƆ

ņèǐaǍƸƸǈƻƗħ^ǨǦǵǂƼŬ6ƺgWǐĽƞƨƸƷƗuwĆƺĦĭũ^ǐ«ƞƘ

ƚĦĭƼ¤ŶƛÄ��Ƽķë
ƼƜǍǃƣqǐ�ƄƻƗÇƪƝNǌĦǅǉ�Ħǅȉ;�ǉ

fĉȊƼÞğƻUƦ��ĆƻDƥƸƸǈƻƗ/ƶƼ
śƻĊǐŰǌƗ¤×ǐÑnHƬǍ*ƣ

ơƦǐĪīĆƻĽƞƘ

ƚ
śƢĴƴĀiƵƥǌƛë
/�ƸƪƶƼǻȆǯȈƼ¤ŶǡǲȈǩǐÌǇǍ;�ȇ�Ħǅ

ǐ�.ƬǍƺƹ
śƢnƣƥĴƴĀiƵƥǌǐĽƞƸƸǈƻƗķǋý-ƪƶĽDƪáĞƸƺ

ǍƨƸƷƗƠ�ƝƢƠ�ƝơǋsǀƜƞÅHǐű¤ƬǍƘ

ƚ
śąĂƸĦĭƵƥǌƛë
2Ƽ,ǎư
śǐŀ4ƪƗ�ƣ�ƧǍƘǄưƗ,ĕƺ
ś

ǐƗķë
lơǋ�Ƴ�ƳƶƥǍƘë
ƼŬåŁáƸŬ6ƺ
śŰĮǐ�ƻİƟƗÄ�-

ǐŀ¶ƟƗŶÔĆłõƷƼĦĭƵƥǌȉǻȆǯȈƼĵ@ŸĄȊǐĽƞƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛÜEeĽē[ǄưƽȃǱǾȈǰȈǨǪȈƼęhƷƗŲõƂĊƼĈÙœÐ

ƻƴƝƶƗ§8ĆÛŊǉŬ6ƺŕÿÞ¤ƢƺƩǎƶƝǍơƼŅõơǋƗƋƝȃǶȂƷƼ

�ŷ8ÆLǀ¤×øƸƺƳƶƝǍơǐȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƻǊǌƗŁ;~

�Ƹ�ŧĴ¤ǐ�ęƬǍƘ
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ÜEŜû ĦĭŜû ¤ŶÀ¾
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ƕƌ

ƖƓƏ

ƖƓƎ

ƖƓƍ

ƖƓƌ

ƓƎ

Ɠƍ

Ɠƌ

ƖƖƎ

ƖƖƍ

ƖƖƌ

ƖƎ

Ɩƍ

Ɩƌ

ĳ� Ô�ƩǎǍ¤×
ĳ�
ǛȃȈǩ

Ô�ƩǎǍĽD

ǟǫǒ

ǸǬȈǠǽȈ

ǚȀǔǒȆǨÜEƼþhŝ�ıƸƪƶƗ��Ƽ¤×ƢÔ�ƩǎǍƘ

ƚ~ƇzƛľÄƼ�h�ÜƼ�ÙÜEǐuwƪƶŨĽƬǍƸƸǈƻƗǚȀ

ǔǒȆǨƻ~ƬǍn�ĆơƴyCĆƺ²�ǐĽƞƘƨǎǋƻǊƳƶƗǚȀ

ǔǒȆǨơǋĪīĆƻƋƝñŠ�ǐü�ƬǍƘ

ƚZŞƛ«�ÜEƼZŞƻƴƝƶ/ĹĆƺŝ�ǐŚƞƸƸǈƻƗǥȈǺ/

�Ʒë
ƸƪƶçǇǍƋƝȃǶȂƷƼZŞƼĐ!ƗU�ǐºŧƬǍƘ

ƚǥȈǺƛ3óƺÜEŨĽƻƴƺƢǍŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨǐĽƞƸ

ƸǈƻƗþhƻƠƦǍ�ŧȉ�ÙÜEǐ«�ƪƞǍ
śǐVǆƘȊƼ¤Ŷ

À¾ƻŝ�ǐ±ƴƘ

ƚ"ƅü�Ƹ²��ƼĄ½ƛǚȀǔǒȆǨƼůŶǚȀǡ��ơǋ"ƅǐü�ƪƗn�ĆơƴyCĆƺ²�ǐ

ĽƝƗǚȀǔǒȆǨƼŒƆņèǐºŧƪƶƝǍƘ

ƚƋ��ŷĵ@Ƹ��ƝřơƺÂƈƛ�ŉǵȄǳǖǦǟǿȆƸƪƶőƻǈŚƦƺƝƋ�ƺ�ŷĵ@ǐƪƶƠ

ǌƗ�Üħ^ıƸƼ~ōƻǈƴƺƢǍ��ƝřơƺÂƈǐ)ƟǍưǇƼĺį¢ǐ±ƳƶƝǍƘ

ƚMćĝÿƛ«�ƬǍľÄƼĈÙǥȈǺƼMćĝÿƻŝ�ǐ±ƲƗƹƼǊƞƻƪưǋ'/ƺ:ćǐāǅ4

ƮǍƼơǐİƟƗNǌĦǅƗë
ƼMć®nƻŜûƪƶƝǍƘ

ƚĊàŪ¤ƸȁǡǚĝÿƛľÄƼĈÙǥȈǺƼ�ÙƸƪƶƗĈÙžÎ�ǉȁǡǚƢƋƝǚȀǔǒȆǨƻ~ƪƶ

ǈƗİƟ©ơǎưþyĆƺŉăǐęÚƪƗ_žƢƜƳƶǈƿǍǄƭĊàƻUơƳƶĽDƬǍƘ�Ŀƻ�ƫ

ƶƗǰȈǨǪȈƼJ@ǐŬ6ƻ�ƤƗë
ƸƪƶŬ6ƺȁǡǚ~�ȇKãĝÿǐĽƟƗǨȀǴȂƺƥƹƼǊƞ

ƺÚ�Ʒǈčdƻ�ƥƘ

ƚĄ"@ȇ�Ū@ƛŕÿĆơƴ�ŋĆƺ»ÚĜǈVǑƱÅĚƷÞ¤ƩǎưŶÅ�gWÐǐ�¤ƬǍƸƸǈ

ƻƗƀŔ�ƼgW�ƻƠƝƶǈƗČ¦ƼĎŗȃǶȂǐšǄƟư�ÎơƴǷǔȆǨǐƴƝưŐÍǐĽƞƘ

ƚŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨƛǥȈǺȁȈǤȈƸƪƶƗÍĐƺĊàǐŋwƪƗǻȆǯȈ$ƙ


ƻ�>ȉÔ�%Ȋǐåƪƥ�ƟƗŬ6ƺǝǹǾǫǜȈǟǿȆǐƸǍƨƸƷƗǻȆǯȈƼjæǐU

�ƩƮƶƝǍƘǻȆǯȈ$ƙƼù�ǉ�ǅǐÿņƪư�ƷƗƋƝǰǳǗȈǸȆǡǐ�ƣ4

ƪƗǥȈǺƸƪƶǊǌƋƝȃǶȂƷƼĈÙZŞƻŝ�ǐ±ƳƶƝǍƘ

ƚĘÝĆƺĦĭŜûƛķ�ƼÜEǐvĨƬǍƨƸƽGŕƼƨƸƗÇŁÜEƗſĈÙÜEƗ

¸Ăǉ�gƺƹĦĭũ^ÜEǂĘÝĆƻź�ƪƶƠǌƗë
/�ƼłõƷ�
ƻNǌĦ

ǑƷƝǍƘ

ƚ¤ŶÀ¾ƛ�ŧƻ~ƪƶƗĘÝĆƻĵ@U�ǐ*ƣơƦǍƘ$9ƼĊàȇŒƆŋwǐ 

ƪƗŌ�ƪƗÊ�ƼÜEìDƻƠƝƶĺƝõȇÁ]õƼǳǓȈǩǯǦǚǐĽƝƗæƵƣǐ�

ƟƗ¤ŶƩƮǍƘȉď#ǂƼŜûǐVǇȊ�ŧƼ¤Ŷƻ�ƥǝǹǦǨƪƗ�ÙÜEǐ«�ƪƞ

Ǎ
śǐĴ¤ƬǍƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛǥȈǺǻȆǯȈƢ�¤ƪưĈÙœÐƻƴƝƶƗ
E¥ȂȈȂLǀȃǙǾ

ȃȈǟǿȆǂƼò­�ƼŅõƼǅƺǋƭƗ§8ĆÛŊǉŬ6ƺŕÿÞ¤ƢƺƩǎƶƝǍ

ơƼŅõơǋǈȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƷƗ�ŧĴ¤ƻǝǹǦǨƬǍƘ

ƚ¤Ŷã�?4ƛǻȆǯȈƼĵ@ǐŀÝǇƗǥǽȃȆǠȆǛƺ�
ǐ�ƮǍƨƸƷƗ¤ŶƼ

ã�ǐ�ƟǍƘǻȆǯȈǂÔ�%ǐåƪƥ�ƟƗŝ�ƽ�ƣOƦƺƢǋƗâŻȉ�>Ȋƽė

ŘƪƗ�Ŀƺ²�ǉǳǗȄȈǐĽƝƺƢǋƗǻȆǯȈǐ¤ŶǂƸ�ƥƘ

ǸǬȈǠǽȈ

ǚȀǔǒȆǨÜEƼþhŝ�ıƸƪƶƗ��Ƽ¤×ƢÔ�ƩǎǍƘ

ƚ~Ƈzƛ�h�ÜƼfÕĆƺ�ÙÜEǐŨĽƬǍƨƸƸǈƻƗǚȀǔǒ

ȆǨƻ~ƬǍŬ6ƺ²�ǐĽƞƘƨǎǋƻǊƳƶƗǚȀǔǒȆǨơǋƋƝñ

Š�ǐü�ƬǍƘ

ƚZŞƛ«�ÜEƼZŞƻƴƝƶfÕĆƺŝ�ǐŚƞƸƸǈƻƗǥȈǺ/

�Ʒë
ƸƪƶçǇǍƋƝȃǶȂƷƼZŞƼĐ!ǐĽƞƘ

ƚǥȈǺƛ3óƺÜEŨĽƻƴƺƢǍŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨǐĽƞƸ

ƸǈƻƗþhƻƠƦǍ�ŧƼ¤ŶÀ¾ƻnƣƥŜûƬǍƘ

ƚǥǽȃȆǠġĔƸkHŬ�ƛ�
ƻNǌĦǆƻƜưƳƶƽƗ�ƻ=UƣƻÍǍƥpo�ǐ±ƳƶǥǽȃȆǠ

ƬǍƸƸǈƻƗkHǐ¬ǄƭƗÇưƺ�%Ņǉmß�ǐOƦ.ǎƶƠǌƗS+ȇ�ţƻ~ƪƶǈƯǎǐçǇ

ǍƘ

ƚ"ƅü�Ƹ²��ƼĄ½ƛǚȀǔǒȆǨơǋƼČŔƻ~ƪƶƗČŔƩǎư2{ƼǅƻƸǋǏǎƭƗĆĐƷ

ÒĂƺǒǩǯǔǡǐĽƝƗ�ŉǵȄǳǖǦǟǿȆƸƪƶƼ²��ǐĄ½ƪƶƝǍƘǚȀǔǒȆǨƼŒŶǚȀǡ�

�ơǋƗ"ƅƩǎƗ�ĊƠơǎƶƝǍƘ

ƚŉăęÚƸŧµĝÿƛĈÙǥȈǺƼ�ÙƸƪƶƗöÿƺƥĊàŪ¤ƬǍƨƸƢƷƣǍƗİƟ©ơǎưþy

ĆƺŉăǐęÚƬǍƘĈÙǐŉăĆƻŨĽƬǍưǇƻƗ,-ƃ�ǐƽƳƣǌƩƮƗŬ6ƺŧµĝÿǐĽ

ƞƘŧµƻ\ƆƢƜǍƸƣƽŉă#åǐĽƝƗŪ¤ƻǆƦĝÿƬǍƘ

ƚƋƝ&ÿŅƛ�ŉǵȄǳǖǦǟǿȆƸƪƶƼƋƝ&ÿŅǐ±ƲƗ�
Ƽ0ć�ǐ�ƻ�ŗƪư:�ƼġĔ

ǐÒƬǍƸƸǈƻƗwǇǋǎưȂȈȂƼşËǐÿņƪƗŏyƻŭtƪƶƝǍƘ

ƚĄ"@ȇ�Ū@ƛŕÿĆƺÅĚƷÞ¤ƩǎưŶÅ�gWÐǐ�¤ƬǍƸƸǈƻƗƀŔ�ƼgW�ƻƠƝ

ƶǈČ¦ƻ�ǏǍ5ơǌǉƬƝŐÍǐĽƞƘ

ƚŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨƛǥȈǺ2ƼķŢƼ«�ǉ�>ƻ´ǏǎƭƗX`ƻ*ƣơƦƗ

Ŭ6ƺǝǹǾǫǜȈǟǿȆǐƸǍƨƸƷƗǻȆǯȈƼjæǐU�ƩƮƶƝǍƘċ¹ĆƷƜǎ

Ź¹ĆƻƷƜǎƗŬ6ƺǥȈǺǸǬǠǻȆǨǐĽƞƨƸǐŦƪƶƗǥȈǺƸƪƶƼĈÙZŞ

ƻŝ�ǐ±ƳƶƝǍƘ

ƚĦĭŜûƛķ�ƼÜEǐvĨƬǍƱƦƷƺƥƗÇŁÜEƗſĈÙÜEƗ¸Ăǉ�gƺƹ

Ħĭũ^ÜEǂĘÝĆƻź�ƪƶƠǌƗ�ǥȈǺǐVǇư/�ÑŬƼłõƷ�
ƻNǌ

ĦǑƷƝǍƘ

ƚ¤ŶÀ¾ƛ�ŧƻ~ƪƶƗĘÝĆƻĵ@U�ǐ*ƣơƦǍƘ$9ƼĊàȇŒƆŋwǐ 

ƪƗŌ�ƪƗÊ�ƼÜEìDƻƠƝƶĺƝõȇÁ]õƼǳǓȈǩǯǦǚǐĽƝƗæƵƣǐ�

ƟƗȉď#ǂƼŜûǐVǇȊ¤ŶƩƮǍƘ

ƚœÐȃǱǾȈƛǥȈǺǻȆǯȈƢ�¤ƪưĈÙœÐƻƴƝƶƗ
E¥ȂȈȂLǀȃǙǾ

ȃȈǟǿȆǂƼò­�ƼŅõƼǅƺǋƭƗŬ6ƺŕÿÞ¤ƢƺƩǎƶƝǍơƼŅõơǋ

ǈȃǱǾȈƪƗǳǓȈǩǯǦǚƬǍƨƸƷƗ�ŧĴ¤ǐºŧƬǍƘ

ƚDã�ƦƛX`ƼǻȆǯȈƻ�
ƼĊĆǉ�Yǐ�ƟƗÿņƩƮƗ÷�ǐǈƳƶDã�

ƦƬǍƘǥȈǺƼì�Hǐ ŧƬǍƘǼǥǶȈǟǿȆƢ�ƢƳƶƝǍǻȆǯȈǐŬxǳǗ

ȄȈƬǍƘ

ƚ¤ŶÀ¾ƛ�ŧƻ~ƪƶƗĎŗȇǭǕǮǕȇħƊƼ1ÒǐaǍƸƸǈƻƗĘÝĆƻÜE�Ƽ

AňǐĽƞƘČŔǐ±ƲơƦǋǎưǋńŢƻ�ǌƗ«�ÜEƼúêƻ�ƫưŬ6ƺAňǐ

ĽƝƗ¤Ŷǐ�ªƪƬǍƘ
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３．JSPのアプローチ

HICEの導入は、約3ヶ月をかけて、４つのタスクを御法人と協業して実施します。

n HICEは、年1回定点的に測定します（毎年同じ時期に定点観測し、継続的に指標の計測を行います）。
n原則として、CS調査とES調査をワンセットで実査します。

タスク１．
調査設計

タスク２．
実査準備

タスク３．
実査（CS・ES）

タスク４．
分析・報告

l現状の問題意識を共有し
た上で、調査の方法、対
象、実施期間などの基本
スペックを検討・決定し
ます。

lJSP保有の調査フォー
マットをベースに、質問
を検討・決定します。

l調査票の作成・確定を行
います。

l顧客および職員に対して、
事前に必要なアナウンス
を行います。

lCS調査、ES調査を実施し
ます。(ネットアンケート
を利用)

l回答催促を行い、回収率
を高めます。

l調査結果の集計・分析を
行い、Findingsを整理し
ます。

l報告会を開催し、調査結
果と経営課題を共有します。

タスクフロー
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３．JSPのアプローチ

CS調査に対するJSPのアプローチ① ～監査法人の満足度に関する独自フレームワーク～

n監査法人に対する満足度を構成する主要素を、大きく「監査法人組織」と「監査担当者個人」に二分し、「組織」
については“監査業務全般”と“監査法人”に、「個人」については“プロフェッショナル”と“ビジネスパーソン”に分け
、質問項目を設定しています。

12

監査担当者個人に対する満足度

監査法人組織に対する満足度

高い顧客満足度

監査法人としての評価

監査法人としての
信頼感

監査法人としての
ブランド

計画日数の
妥当性 報酬水準

対応スピード 期日管理
監査業務全般に対する評価

監査計画の
適切性

監査の
業務品質

状況変化に
対する対応 監査の効率性

見解の合理性 パートナーの
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ビジネスパーソンとしての評価

対応の迅速性 対応の誠実性

状況の理解力 コミュニケーショ
ン量

業務に対する意欲
・姿勢 基本的なマナー

プロフェッショナルとしての評価

専門知識 業界精通度

論理的な説明力 質問力

判断力／判断の
一貫性

監査担当者同士
の情報共有

※ビジネスパーソン：“共に仕事を行う社会人”と定義
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３．JSPのアプローチ

CS調査に対するJSPのアプローチ② ～CS調査としてバランスと盤石さを重視～

n JSPが提案するCS調査票は、プリフィックス（半固定）型。項目別の満足度を聞く質問、項目の重要度を聞く質
問、総合満足度、自由記述回答質問を備え、かつ、任意に追加できる質問枠（２～３つ）を用意しています。

nそのため、設計負荷が少ない形でのCS調査導入が可能で、かつ、一定の柔軟性もあります。（計約30問の質問で構
成されています）

13

Ⅰ．監査業務全般に対する評価

Ⅱ．監査法人としての評価

Ⅲ．監査担当者に対するプロフェッショナルとしての評価

Ⅳ．監査担当者に対するビジネスパーソンとしての評価

Ⅴ．監査業務を委嘱する際の重視項目

Ⅵ．監査法人に対する総合的な評価

監査法人向けCS調査票の基本設計

個別の満足度を聞く質問
（計24項目）

クライアントが重視する
項目を聞く質問（計2問）

総合評価を聞く質問（計3問）
法人固有質問（2つ～3つ）の
追加可

計30問
前後
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３．JSPのアプローチ

ES調査に対するJSPのアプローチ① ～監査法人の満足度に関する独自フレームワーク～
n監査法人におけるES（従業員満足度）を、職員（メンバー）が組織に求める５つの要素と、組織が職員（メンバー）
に求める要素の両側面から評価します。

l JSPのES調査は、厳密には「従業員エンゲージメント調査」といって、職員の組織へのロイヤリティを総合的に計測する設計とな
っています。

14

組織と職員（メンバー）の関係

働く上での基本事項

業務遂行に必要な環境

組織としての居心地

目標と評価、育成に
関する制度と運用

仕事のやりがいと
自己実現 仕事のやりがい 仕事に対する

モチベーション
能力適正 成長実感 キャリアパス

ワークスタイル ワークライフ
バランス

働く事の安心・
安定感

報酬水準
意見・希望を
伝える場

各人の
役割浸透度

職場環境／設備 情報共有の環境 仕事上のルール
やツールの共有

適切な人員配置

理念への共感度 風通しの良さ 組織の緊張感 チャレンジ
の機会

仲間の受入環境

ロールモデルの
存在

目標設定の
適切さ

評価方法・
プロセス

フィードバックと
処遇

教育・育成
の機会

プロフェッショナリ
ズムの追求

顧客志向の浸透 社会貢献意識
の定着

ブランド向上に
向けた活動

コンプライアンス
遵守

職員が組織に
求める要素

組織が職員に
求める要素
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３．JSPのアプローチ

ES調査に対するJSPのアプローチ② ～ES調査としてバランスと盤石さを重視～
n JSPが提案するES調査票は、プリフィックス（半固定）型。個別の満足度を聞く質問、項目の重要度を聞く質問
、自由記述回答質問を備え、かつ、任意に追加できる質問枠（２～３つ）を用意しています。
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Ⅰ．働く上での基本事項

Ⅱ．業務遂行に必要な環境

Ⅲ．組織としての居心地

Ⅳ．目標と評価、育成に関する制度と運用

Ⅴ．仕事のやりがいと自己実現

Ⅵ．組織とメンバーの関係

監査法人向けES調査票の基本設計

個別の満足度を聞く質問
（計25項目）

組織とメンバーの関係の
良好性を聞く質問（計5問）

優先順位と自由記述（計3問）
法人固有質問（2つ～3つ）の
追加可

計35問
前後

Ⅶ．働く上での重要事項と当法人の強み・弱み
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３．JSPのアプローチ

CS・ES調査に対するJSPのアプローチ ～調査分析から浮かび上がる経営課題を提言～

n JSPは、コンサルティング・アプローチをとっており、経営に活きる調査分析をモットーとしています。
n今後、長期的に顧客と良好な関係を維持し、より安定的な顧客基盤を構築していく上で、パートナーは何を経営
課題として認識すべきかを明確にし、課題解決を図っていく上での示唆を提示します。

16

単純集計・分析

クロス集計・分析

満足度×重視度分析

自由記述回答分析

総合満足度別分析

分析手法

抽出
パートナーとして
認識すべき経営課題
を明示・提言

FINDINGS
（分析結果か
らの発見）

昇華
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４．成果物イメージ

成果物① ローデータ・単純集計
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回答者ID コレクター ID開始日 終了日 IPアドレス【監査計画の適切性】  Q1.　当法人は監査計画において、重点項目を的確に抽出し、それに見合った日数・人員配置は適切でしたか。（ひとつだけ）【監査の業務品質】   Q2.　当法人が実施した監査は、監査計画に則り、監査上の重点項目を洩れなく、かつ的確に指摘し、適切な指導・助言を行うことが出来ていましたか。（ひとつだけ）【状況変化に対する対応】   Q3.　当法人は、期中に起こった状況（環境）の変化に対して、監査法人として柔軟な対応を行うことが出来ていましたか。（ひとつだけ）【監査の効率性】  Q4.　監査にあたり、当法人は不必要な依頼や業務を行うことなく、効率的な監査を行っていたと思われますか。（ひとつだけ）【見解の合理性】  Q5.　監査にあたり、当法人の見解（判断）に理不尽な点はありませんでしたか。（ひとつだけ）【パートナーのコミュニケーション】   Q6.　当法人パートナーと貴社とのコミュニケーションは、量／質の観点において適切なものでしたか。（ひとつだけ）【対応スピード】  Q7.　当法人の全体的な対応スピードはどのように評価されていますか。（ひとつだけ）【期日管理】  Q8.　監査にあたり、当法人は決算日程に合わせた期日管理が出来ていましたか。（ひとつだけ）【監査法人としての信頼感】   Q9.　当法人に監査を任せることの信頼感はどの程度おありか、お教えください。（ひとつだけ）【監査法人としてのブランド】   Q10.　当法人の監査法人としてのブランドをどう評価されていますか。（ひとつだけ）   ※ブランド：社会的な知名度や評判の高さ   【計画日数の妥当性】   Q11.　当法人が、監査を行うにあたりお見積もりした計画日数は、実績と比べて妥当なものでしたか。（ひとつだけ）【報酬水準】  Q12.　当法人の報酬水準（フィーの総額）は適正な額であったと思いますか。（ひとつだけ）【専門知識】  Q13.　監査担当者は会計士としての専門知識（会計基準や監査実務に関する知識）を十分に保有していると思われましたか。（ひとつだけ）【業界精通度】  Q14.　監査担当者は、監査業務を行う上で必要な貴業界に関する知識を持ち合わせていましたか。　（ひとつだけ）【論理的な説明力】   Q15.　監査担当者は貴社担当者からの質問に対して、納得出来る論理性を持って説明出来ていましたか。（ひとつだけ）【質問力】  Q16.　監査担当者の貴社担当者への業務上の質問は的確で的を射たものでしたか。（ひとつだけ）【判断力／判断の一貫性】   Q17.　監査担当者は現場において的確で迅速な判断を行い、その判断に一貫性はありましたか。（ひとつだけ）【監査担当者同士の情報共有】   Q18.　チームとして監査業務を進める上で、監査担当者同士は必要な情報の共有をきちんと行っていましたか。（ひとつだけ）
     回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答 回答
1.91E+09 27789352 ######## ######## 121.1.144.82 2 1 2 2 2 1 1 2 1 3 2 4 2 2 1 2 2 3
1.91E+09 27789352 ######## ######## 220.110.136.20 4 3 2 5 2 3 2 4 2 3 3 3 2 5 2 3 4 4
1.91E+09 27789352 ######## ######## 218.44.242.96 2 1 1 1 2 2 2 1 1 3 2 4 2 3 2 2 2 1
1.91E+09 27789352 ######## ######## 210.173.158.2 3 2 2 2 2 2 2 2 1 4 3 2 2 2 2 2 2 2
1.91E+09 27789352 ######## ######## 121.101.94.20 1 1 1 2 1 1 1 1 1 3 1 2 2 2 2 2 3 2
1.91E+09 27789352 ######## ######## 113.213.241.235 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1
1.91E+09 27789352 ######## ######## 124.39.114.21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1.91E+09 27789352 ######## ######## 114.186.106.6 1 1 2 1 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 1 1 1 2
1.91E+09 27789352 ######## ######## 113.157.198.194 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2
1.91E+09 27789352 ######## ######## 219.127.90.148 2 2 1 1 2 1 2 1 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2
1.91E+09 27789352 ######## ######## 210.227.75.222 2 2 1 4 4 1 1 1 1 2 3 2 2 2 1 1 1 4
1.91E+09 27789352 ######## ######## 219.127.90.148 2 4 2 2 3 2 2 2 3 4 3 3 4 3 3 3 3 3

1.9E+09 27789352 ######## ######## 124.32.6.138 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 1 2 1 2 2 2
1.9E+09 27789352 ######## ######## 60.43.40.90 2 2 2 2 1 2 2 2 2 3 2 2 2 3 2 2 2 2
1.9E+09 27789352 ######## ######## 203.174.76.113 1 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 1
1.9E+09 27789352 ######## ######## 114.146.6.175 2 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 2 1 2 1 1
1.9E+09 27789352 ######## ######## 107.21.120.69 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2
1.9E+09 27789352 ######## ######## 122.216.203.98 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 1 2 1 1 2 1
1.9E+09 27789352 ######## ######## 202.224.204.212 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1
1.9E+09 27789352 ######## ######## 218.224.229.73 2 2 2 2 3 2 2 1 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2
1.9E+09 27789352 ######## ######## 203.180.31.64 2 1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 2 1 2

1.91E+09 27789352 07/11/201207/11/2012121.1.144.82 2 1 2 2 2 1 1 2 1 3 2 4 2 2 1 2 2 3
1.91E+09 27789352 07/10/201207/10/2012220.110.136.20 4 3 2 5 2 3 2 4 2 3 3 3 2 5 2 3 4 4
1.91E+09 27789352 07/10/201207/10/2012218.44.242.96 2 1 1 1 2 2 2 1 1 3 2 4 2 3 2 2 2 1
1.91E+09 27789352 07/10/201207/10/2012210.173.158.2 3 2 2 2 2 2 2 2 1 4 3 2 2 2 2 2 2 2
1.91E+09 27789352 07/10/201207/10/2012121.101.94.20 1 1 1 2 1 1 1 1 1 3 1 2 2 2 2 2 3 2
1.91E+09 27789352 07/10/201207/10/2012113.213.241.235 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1
1.91E+09 27789352 07/10/201207/10/2012124.39.114.21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1.91E+09 27789352 07/09/201207/09/2012114.186.106.6 1 1 2 1 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 1 1 1 2
1.91E+09 27789352 07/09/201207/09/2012113.157.198.194 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2
1.91E+09 27789352 07/09/201207/10/2012219.127.90.148 2 2 1 1 2 1 2 1 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2
1.91E+09 27789352 07/09/201207/09/2012210.227.75.222 2 2 1 4 4 1 1 1 1 2 3 2 2 2 1 1 1 4
1.91E+09 27789352 07/09/201207/09/2012219.127.90.148 2 4 2 2 3 2 2 2 3 4 3 3 4 3 3 3 3 3

1.9E+09 27789352 07/05/201207/05/2012124.32.6.138 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 2 1 2 1 2 2 2

ローデータ 単純集計

※ローデータ・単純集計ともにネットリサーチツールからダウンロードされるアウトプットです。

イメ
ージ
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４．成果物イメージ

成果物② 調査分析報告書（CS・ES）

n調査分析報告書は、分析結果と考察・提言をまとめたもので、約60～80ページほどの報告書となります。
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嗛仿㍓$媼氵愁() 氮氟毛氤殻槏0 氵昣2毬江曚毳忍8 氅汧氤毛汢殼

n9割弱=顧客@監査担当者F的H射J質問HMNOJP感RNOST
n高O評価H得NOS@Y他=指標]比_N最高点=評価H与cNOSdefghi=割合F比較
的小mO (2割弱)

nop監査担当者]対rSstuvwxyz{PMN=評価| }質問力}

【Q16】：監査担当者の貴社担当者への業務上の質問は的確で的を射たものでしたか。
（ひとつだけ）

17.6 70.6 11.8 0.00.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.常に的確で、的を射た質問を行っていた

2.概ね的確で、的を射ていた
3.どちらともいえない

4.一部、的確ではない、もしくは、不必要と思われる質問があった
5.的確とはいえない質問が多かった *7�.�+
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16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.入澤(N=6)

2.木村(N=4)

3.戸城(N=3)

4.西垣(N=2)

5.脇坂(N=2)

!" 槁斧!" 氧汗槅( 圸*氵沌泡汽決泭沴毮愁45 氮利愶氉氤毛氬毛殼

n上場/非上場>?@ABCD約10FGHAIJBKLAD質問力P対RSHTUVWXYZ[\Z]X評価
`RSZa

33.3

0.0

55.6

87.5 12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.上場クライアント(N=9)

2.非上場クライアント(N=8)

bcd監査担当者P対jaklmnopqrsXRSD評価t u質問力u

上場v非上場別x質問力 主査別x質問力
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沌泡汽決泭沴氮氧氛氤氵挲彰.毮曚毛2㽗氦殻利愶.毮嗩9喙氮; 毛氵氶
毇厴克@ A氮9氍汢9D毈氧毇F 拵儂刲毈殼

n <監査法人ABCDEFGHIJKLCMN既存顧客STUVFWXGYJAZC相対的^重要度M低cN欄外A^
Zfg

hVFWXGYD満足度k重視度m

監査D業務品質

報酬水準

専門知識

論理的^説明力
対応D迅速性

対応D誠実性
��������G量

業務J対�U意欲�姿勢

監査計画D適切性

状況変化J対�U対応

監査D効率性

見解D合理性

¡�Y¢�D����
����G

対応£¤�H

期日管理

監査法人ABCD信頼
感

業界精通度

質問力

判断力±判断D一貫性

状況D理解力

-

.-

,-

/-

´-

;-

µ-

µ¶- µ¶; ·¶- ·¶; ¸¶- ¸¶; ¹¶- ¹¶; .-¶- *満足度水準+

*重視度水準+

監査法人ABCDE
FGH

基本的¼¢�

監査担当者同士D
情報共有

計画日数D妥当性

欄外
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毇嗛仿俈%氵' 愁毈氧毇嗛仿㍓,媼氵. 從0 氧氉氤氵3撓噞恭毈毮挲彰旲嗢氧氬氛氤毛汢殼

n 次=>?監査法人DEFG状況変化L対NO対応力RS?監査法人DEFG見解G合理性RG重要度\高=^

_監査法人`評価NO上>G重要項目f

51

38

36

29

26

26

25

24

22

15

14

11

9

8

7

5

5

3

2

1

0 10 20 30 40 50 60

監査G業務品質

監査担当者G会計士DEFG専門知識

監査法人DEFG状況変化L対NO対応
力

監査法人DEFG見解G合理性

監査G効率性

監査法人DEFG対応wxyz

監査G報酬水準

�y��yG�����y���

監査法人DEFG信頼感

監査担当者G判断力�判断G一貫性

監査計画G適切性

監査担当者G論理的�説明力

監査担当者G対応G迅速性

監査担当者G状況理解力

監査担当者G対応G誠実性

期日管理G徹底

監査担当者G貴社DG�����y���
量

監査担当者G業務L対NO意欲¨姿勢

監査担当者G貴業界¬G精通度

監査担当者G質問力

監査法人`評価NO上>G重要項目評点

※ 1位²6点S2位²5点S3位²4点S4位²3点S 5
位²2点S6位²1点>点数付µ
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奸㍩

旲嗢% 氵利愶)浜挲彰)-征氧奸忍

n CS<=>?@A総C?高E評価HI?>JKL監査業務Q品質TL監査法人Q品質TL監査担当者Q会計士]^?Q品質TL監査担当者Q_`ab
cdef]^?Q品質TQ4項目<i>?A重要度<大no差q見sIotuvvwA今後@z{fbQ良E品質維持<取�組��>E必要��
JK

n L監査法人]^?Q�{f�T<=>?qA���f���]^?Q戦略的o取�組��実施^?>E�n��JK

監査業務Q品質 監査法人Q品質
監査担当者Q会計士]^?Q

品質
監査担当者Q_`abcde

f]^?Q品質

満足
度

平
均 /;� /-� ,�� ���

個
別
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４．成果物イメージ 成果物③ HICE OFFICIAL CERTIFICATE ※当サンプルは、監査法人アヴァンティア様が自社
ホームページで公開されているものとなります。
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５．実績／お問い合わせ／会社概要

導入法人とクライアントの声

20

“監査法人という特殊な組織と所属する会計士に対して大
切なクライアントはどう感じているか、何を求めている
のかを知るために大変有意義なものです。また、従業員
満足度を同時に測り、顧客満足度と合わせた総合的な評
価をしてもらえるサービスは、厳しい結果でも会計士の
モチベーションを高め、それがクライアントへのサービ
ス向上に繋がると感じています。JSP様の的確なアドバ
イスに感謝しています。”

東陽監査法人
理事長(当時) 小林 伸行様

“CSにESを組み合わせた画期的なツール、毎年
1度、10年以上利用させていただき、 クライア
ントとメンバーの満足度の相関関係が明確にな
ることで、多くの気づきを受け、 クライアン
トとのより良き関係、事務所環境整備のPDCA
に最強のツールである。”

監査法人アヴァンティア
法人代表 代表社員 小笠原 直様

nHICE導入法人

nクライアントの声
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５．実績／お問い合わせ／会社概要

実績

nHICEは2009年にスタートし、10年以上の実績があります。
n監査法人の定期健康診断としての効果を発揮し、導入法人の安定成長に貢献してきました。

21
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５．実績／お問い合わせ／会社概要

お問い合わせ／ご相談

22

nお問い合わせ／ご相談は、下記メールアドレスまでお気軽にご連絡ください。
lご相談・お見積もりは、無料です。

HICE
WEBサイト

担当：安藤
e-mail: ando@jsps.co.jp

mailto:ando@jsps.co.jp
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５．実績／お問い合わせ／会社概要

会社概要

会
社
概
要

経
営
陣

システムエンジニアとして、東証/楽天損保/NRIなど
大手クライアントに対して、基幹システムの要件定義
、システム設計、プロジェクトマネジメントといった
システムコンサルティングを10年超にわたり従事。そ
の後、ITベンチャーにて、新規事業立ち上げ、デジタ
ルマーケティング、CRM、DX推進(RPA)など担当。
専門は、システム構築、マーケティング、デジタル戦
略、DX。

鈴木 義治安藤 達裕
野村総合研究所にて、経営コンサルタントとして上場
企業からベンチャー企業まで様々なコンサルティング
PJに約７年間にわたり従事。その後独立し、一貫して
戦略立案だけでなく、実行支援まで関わることで成果
を出すコンサルティングに注力。また、ベンチャー企
業2社の経営に携わり、事業成長を牽引。
専門は、事業戦略策定、人事制度構築、CS調査＆ES
調査基盤の構築、DX推進、AI活用。

社名 株式会社ジャンプスタートパートナーズ

所在地 〒221-0052 神奈川県横浜市神奈川区栄町５-１ 横浜クリエーションスクエア 14階

代表者 安藤達裕 設立 2008年9月

ホームページ https://jsps.biz/ 電話番号 045-900-1150

事業内容 ベンチャー・中小中堅企業向け経営コンサルティング
インターネットサービスの開発・提供
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安藤 達裕（あんどう みちひろ） 専門と主要プロジェクト 内容と成果
新規事業開発

l電力会社のブロードバンド事業ビジネスモデル開発
l大手飲料メーカーの新ｶﾃｺﾞﾘｰ商品開発支援
l中堅飲料メーカーの宅配ビジネス事業の立上げ支援
l大手通信会社のブログを利用した新サービスの開発
l大手メーカーの事業開発機能の強化支援
l大手不動産会社の営業ツール開発支援

売上高が5年で約2倍の1,000億円超（07年度）へ増加
07年にセブンイレブン限定で上市し、シェア拡大
新規事業のビジネスモデルを立案し、収益化を目処
ブログ提供事業者と協業するビジネスモデルを構築
新規事業の選定を行い、メリハリ型事業開発へ移行
ｵﾌｨｽ統合効果算定ツールを構築し、販路拡大へ貢献

事業（経営）戦略
l中堅コンビニエンスストアの中期経営計画策定支援
l不動産ベンチャーの成長戦略策定
l造船会社の中期経営計画策定
l大手水産卸のグループ中計策定
l大手総合小売の企業再生に向けたﾃﾞｭｰﾃﾞﾘｼﾞｪﾝｽ
l大手電機ﾒｰｶｰ・ｴﾝｼﾞﾆｱのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏｲﾝﾄﾞ強化支援
l人材派遣活用にむけたコスト削減戦略

より効率的な店舗指導、加盟店数拡大の仕組みを構築
各事業幹部の役割を明確化し、管理戸数拡大を実現
中計策定し担当事業の売上が150億から600億に成長
中計策定後に、営業利益が70％増加、利益回復基調に
実行計画の詰めの甘さを指摘。数値目標未達を予見
幹部の顧客思考を強化。事業が赤字から黒字へ転換
派遣社員の調達コストを全社で数億円規模の削減

経歴

組織改革
l大手電機メーカーの営業組織改革
lタイにおける大手コンビニの業務改革＆組織改革
l大手水産卸のグループ再編支援
l中堅不動産会社の人事制度構築
l大手メーカーの国内販売体制強化支援
l大手飲料メーカーのCS起点の経営基盤改革

営業マンの活動を見える化し、営業ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを強化
4年で店舗数は1,700店増加。売上、利益とも拡大
親会社をHD化し、子会社を合併。M&A戦略を推進
社長の経営ビジョンを反映する人事制度へ刷新
加盟店舗をｾｸﾞﾒﾝﾄ化し、売上増につながる仕組み導入
販路別のCS評価基盤を導入し、営業改革を推進

慶應義塾大学総合政策学部卒業。
株式会社野村総合研究所に入社し、経営コンサ
ルティング業務に約7年間従事。
2008年にジャンプスタートパートナーズ設立。
2011年にBabson College MBAを上位15％
の成績で卒業。
2011年 高性能駆動装置開発株式会社でCFO
として、企業価値向上に貢献。
2014年 （株）ホワイトプラスで、経営企画
部長、リネット事業責任者、マーケティング責
任者を歴任。

＜連絡先＞
携帯：090-9158-3983
メール：ando@jsps.co.jp

５．実績／お問い合わせ／会社概要

代表者・経営コンサルティング実績（一部）
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